























































































































































































































































































































































































１ 申（蕊順） 自分の好みを分析 人生観に重ねて語る
２ 王（石丸） 一目ぽれ・心が落ち着く 故郷や地球への思いを重ねて語る
３ 金（谷川） 近づいて発見した経験 経験のおもしろさに誘う
４ カリバ（舟越） かっこいいと感じた実感 自分のおしやれ感を重ねて語る
５ 柳（グリーン） 認識という観点の気づき 解釈に対しての提案をする











































































































































































































































































回 月日 内容 備考
１ 10/５ 自己紹介○ＵＲ徳島を読む 教材及び授業方法の紹介
２ 10/1２ ｢海岸線の今を追づて」①山口 環境問題(日本を取り巻くゴミ問題）
３ 10/1９ 授業の方法と取り組み方の確認･ことば確認 話しの内容と話し方を確認する
４ 10/2６ ｢生物多様性」その１②内山 テーマ:環境問題
５ １１／９ ｢生物多様性」その２③粟野 ジグソーリーディングの手法
６ １１／1６ ｢飴だま」新美南吉朗読･録音 声だし･テープ録音
７ 11／2１ ＜美術館活動Ｉ＞ 県立近代美術館にて
８ 11／3０ 美術館プロジェクト振り返り･朗読作品｢飴だま｣を聞く 日本人の感想と自分の文字起こし
９ 12/７ ｢こんな私でいたい」④横江 表現の方法､話し方
1０ １２/1４ ｢韓流｣と｢日流｣の文化交流⑤クオン･ﾖンソウ 外国人の日本語




1３ 1／1７ 発表準備前期の人の発表を読む 前期の｢日本人への提言｣冊子
1４ 1／2５ 発表練習①構想を練る
1５ 2/１ 発表練習②書いたものを読む 一人６分くらい
1６ 2/８ 発表録画 教室にて８名
★ 2/1７ 発表会日本人と自分たちのビデオを観て話し合う 異文化ｺﾐｭﾆｹｰ ｼｮﾝ授業に参加
☆ ２月末 ビデオと冊子を使って日本人からコメントをもらう作業 さらに冊子の作成へ
資料２当日に実施のための学生用配布資料
内容：美術館の作品を一つ（比較するならば二つ三つも可能です）選んで、一人５分の
間を使って、聞き手に作品から感じたこと、思ったこと、考えたことを伝える。
場所：
徳島県立近代美術館（徳島県文化の森総合公園）
時間及び予定
10:０５市原行きバス乗って出発
10:２０市原乗り換え
10:２５文化の森行きバス乗車
10:３０近代美術館着
10:４０竹内学芸員によるワークシヨップ
作品見学作品を選ぶ話す内容を考える
（作品が決まり次第、三隅に連絡すること！順番を決めてシートを作成します）
各自食事（食堂もありますが、お弁当持参でもかまいません）
14:００「くりえていぶ鑑賞のすすめ－アートを語ろう」参加
山木朝彦教授（鳴門教育大学）と仲田学芸員の講座
15:0o徳島大学留学生の発表一人５分
作品の前にて順番に観客は鳴門教育大学の学生や一般の方々です
発表は録画します、落ち着いて自分のメッセージを伝えてください。
16:００終了予定１６:３０．１６:5５（市原乗り換え）・１７:2０ (直行）のバスで徳島駅へ
－２８－
時
資料３
く選ばれた作品とその発表例＞
｢桜火(谷川泰宏)」金原希(きむうおんひ）韓国
こんにちは。韓国から来た金原希と申します。
‘僕がこの絵を選んだ理由は、僕はこの絵をあの向こうから見たんですけど、そこから見
た感想と作家が書いた感想がまったく違っていたので、これがおもしろくて選びました。
遠くから見た僕はこの辺りを女性の顎と唇だと思ってこれがてっきり女性と、そして後ろ
の桜が星だと思ってたので、夜空に何か女神が下りてるような、そういう絵だと思ってた
んです。だけど、この近くに来るまでてっきり星だと思ったのは桜でこれが炎だとゆうか
ら完全に違ってましたね。その点がおもしろくて選びました。近くに来て、ここまで来て
見てるのに、これを見るまで桜とわかりませんでした。何か、一度星と見たらそれが固定
観念になったのか、近くに来るまでずっと星に見えるのがおもしろいでした。炎の方が何
か女性のように見えませんか？僕は今でもあまり炎とは見えないんです。そんな僕が見た
観点と、本当の話題が完全に違ったことがおもしろくて、興味が湧いてこの作品を選びま
した。何か質問ありませんか？
Ｌ
ケ
｢桜火（谷川泰宏)」１９９１
－２９－
斗４日本人からのコメントとコメントを読んでの感想(２月）
＜「桜火（谷川泰宏)」金原希（きむうおんひ）韓国＞３
????
資料４
コメント 印
１ ･遠くから見たイメージが作者の本来の画風と合っている。 ◎
２
３ ･女性のように見えたのは共感｡遠くから見る見え方と近くから見る見え方の違いに共感。 ◎
４ ･遠くと近くと見る事がちがうことを説明することや固定観念という言葉をはなしたのが印象的でした。
５
６
７
８
９
1０
1１
1２
1３
1４
1５
1６
○
◎
◎
◎
◎
◎
◎
○
1７ ･私はこの絵にあまり興味をもっていなかったのですが､金さんのお話で
いろんな見方ができることに気づかされました｡とくに女性のように見えるというところになるほどと思いました。
◎
1８ ･女性に見えたという見方がおもしろいと思った｡夜空に女神が舞い降りた･･というふうに見ようと思うと確かにそう見えて､新しい見方ができた◎ ○
1９ ･作品を遠くからも近くからも鑑賞されていて､いいなと思いました。 ○
2０ ･炎が女性のようだと言っていたのが印象的でした｡言われてみてみると本当だと思いました。 ◎
